
平成２３年度 アクションプログラムの取組事例

No．５

取 組 名 生物多様性保全に配慮した取組み

流 域 名 日高

森林管理署等 日高北部森林管理署

実 施 日 連絡協議会 ：平成２３年５月２３日
自然観察会 ：平成２３年６月２５日、１０月２９日
住民フォーラム：平成２４年３月１８日

実 施 内 容 日高北部森林管理署は、地元自治体やＮＰＯ等関係者と連携
を図り、森林整備の必要性や生物多様性保全等に関する普及啓
発活動に取り組んでいます。

平成23年度は次の取組みを行いました。
○「二風谷ダム流域治山・治水連絡協議会」の開催

・関係機関（平取町、開発局、森林管理署）が意見交換。
日高北部森林管理署は、上流域の保安林整備（緑の再生事
業）、治山施設の設置等の取組について報告。

・連絡協議会主催の自然観察会を春と秋の２回実施。
○「豊かで安全な沙流川流域未来をつくる会」への参加

・ＮＰＯ法人環境防災総合政策研究機構主催の総会及び住民
フォーラムへ出席し、関係行政機関や流域住民を対象とし
た意見交換会へ参加。

反 響 等 上下流域の地域住民の森林整備の必要性や生物多様性保全等
に関する理解が深まってきています。

沙流川流域に暮らす住民、自治体、関係機関が地域振興等の
取組みについての情報交換をすることで、流域住民の理解と関
心が寄せられています。

参 考 資 料

○二風谷ダム流域治山・治水連絡協議会主催

◆春の自然観察会 ◆秋の自然観察会


